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光 星

騒擾　敏　夫

序

　最近数十年間に於ける自然科學の進歩は實に目畳しいものがあった，わ

けても物理學の領域に於ては種々の學説踵を連ねて出現し古くよ0他の科

學に先んじてみた天文學は逆に物理學の影響を受け始め，將に行きづまり

の歌態にあった天文學もここに著しい獲展を始めて來ナこ．而して新しい一

つの方mb一「2Pち今日天艦物理學ミ構する天文學の一・分科が基礎づけられたの

である．天艦の光りによって星の内部的構造歌態，外部的條件，天艦の光度，

並びに温度等天髄のあらゆる物理學的駄態を研究するものが天髄物理學で

ある．此によりて古くは光輝の外見的攣化にのみの研究にすぎなかっナこ憂

光星についての我々の知識も賢しい進歩を示して來k．而して今や攣光

星學は天膿物理學中の大きな一分科を形成するミ共に叉重大な役割を演じ

て居る．

　最初の憂光星ミラ．セテイが獲見せられて將に300有飴年今やその数縫

てで数千にも達し，年々獲見せらるΣ攣光星の撒も撒百に卑し何時停止す

るか測り知り難い事態にある．叉一方に於て観測研究も今やあらゆる方面

に向って行はれつNある．

　然るに攣光星の光輝固化の説明に到りては今日なほ我々が遠しSして居

る問題の一つである．攣光が軍に星の外部的幾何學的條件によりて起る様

な蝕憂光星を除いては末だ學者間ll　一．致したる見解がない．光度憂化の原

因に關する問題を解くSいふ事は近代天艦物理學中最も重用なるものの一・

つである．天盟物理學は我々に総ての星は亘星倭星の道程をたさって逡に

我々の眼界より去る事を教へる．妙へなる樂音につれて羽衣の内に舞ふ不

老不死の天女が住むξいふ天界にも生住異滅，諸行無常の理はやはり斥け

られない様に思はれる，從って我々がこの不思議なる星の攣光ミいふ事を
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頼りに星の歌態を知り得るならばその星自身の生涯のみならす引いては宇

宙進化論にも論及し得るであらう．

　此の時に始りて憂光星に則する一通りの知識を獲得しておくざいふ事は

天鰹研究者及び天文愛野家にミつては必要な事である．愛光星が何が故に

かくも重大同せらるべきか，叉如何様の研究が行はれて居るかを知ってお

くこεは現在の攣光星學の形勢を知る上に二天禮物理學の目下の歌態を知

る上に大いに役立つ事であらうS思はれる．

　科學の進歩は何等のためらひもなく，何等の息ひもなく，ひkすらに進

歩の一路bekS“って居る．以下ここでくだくだεのべて居る中にも今日の

聖断はもはや昨日の事實εして葬り去られてしまふであらう．然し如何な

る事實も次のより新しいものの中に何等かの形で含まれて居るものであ

る．

　　　Nichts　ist　verloren，　alle　Prinzipen　sind　erhalten，　indem　die　letzte

Philosophie　die　Totalit註t　der　Formen　isトG．　W．　F．　Hegel．一

　從って古き事を知っておく事はより新しい研究には必要なこSである，

而して判物呼野の四坐に左右せられつ、進んで居る天艦物理學に於ては今

なほ未知の領域も非常に廣い．正しき結論を導き得るナこめには事實が僅少

にして不確實である。天艦物理學の一分科ナこる愛光星學に於ても勿論の事

である、從ってここに記述せんεする事には事實でないこεが多いかも知

れない．然し其等は何れもナこΣ潭に過去の事實或は54eqなる假定であった

ミして取扱ふべきである．

　如何なる科學ミ錐もその進歩の道程は時間の経過ε共に輩なる我々の知

識より事物の認識へε導かれなけばならない．我々の知識ミいふものはた、

だ自然現象にのみ關下して居るものであり，認識εいふものはそれを生す

る原因に増するものである．この意味に於て先づ始めに現在我々のもって

居る攣光星の知識に回した事に止め，憂光星に汗した豫備的知識及び一般

的性質をのべる．最後に簡輩ながらも憂光原因を説明せんミする多くの研

究者の努力の跡を記載してこの稿を終らうε思ふ．少しく長くなるやも知

れないがあかないで讃まれんこεを希望する．
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第一篇練 論

第一章　攣光星に關する豫備智識

　1饗光星の定義

　光輝が一定しないで常に時間S共に愛化する襟な星を名づけて総て之を

我々は憂光星ε呼ぶ光度攣化の一つの相から次の同一相に到りて又再び

難じ現象を表はす時，その間の時間的間隔を憂光星の週期ε言ふ，斯る攣

化の週期的に繰り返すものを規則攣光星ε呼ぶ　さうでないものを不規則

憂光星ε呈する．愛光の原因が二つの星の蝕によって起るものは我々は之

を蝕攣光星ミ言ひ，之はその憂光原因が星それ自艦にあるのではない．從

ってここにいふ本來の意味の愛光星Σはその趣きを異にするからして，こ

こでは之については記さない．叉一つの微光星にして突然撒日の中に撒等

も光輝：を増’回し，以後は除々に減光する襟な新星ミ名づける一群の星があ

る．囲い意味に予ては之も亦攣光星の一部を形成するものであるが省くこ

εεする．

　現在我々の経験する所では光度に埋るいくらかの十和を認むる時下て之

を攣光星ミして取扱って居る．攣光範園が如何なる所までを憂光星ミして

認めるか．観測者の心理的歌態，天候その外観測者の個入差等に非常に關

即する．後にのべる様に現在知られて居る攣光星の中戸り攣光範園の小さ

くてその白光を疑はれて居るものもある．若し將來に発て現在以上に精密

に光度測定を毒し得るに到らば今まで恒星εして考へられた愛光せざる星

も絡て愛光星εして考へなければならなくなるかも知れない，この稿に於

ては現在攣光星ざして取扱はれて居る星は（但し上の意味に於て蝕攣光星

ε新星を除く）総て攣光星ざして彪理して行く．

　攣光星を更に細分する．長時間に渡って一定の極大光度にあるものが不

則規な時間をへだてて多くは急激に表はれる極小光によって破壊され，し

かもその極小光に於ても可なりの光輝の憂化を示す様な星の一群を丁丁R
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星型の憂光星ミいひ，之E反封に一定の極小光から急激に極大光に上昇す

るものを双子U星型の攣光星εいふ次に週期90日から600日位までの

週期的野光星を長週期或はミラ型憂光星ミよぶ．赤味を帯びた：不規則性を

示し，且つ憂光範園のごく小さいものをセフエイy星型の憂光星こ名づけ｝．

二つの極大光の間に普通は二つの第二次的極小の表はれるものを（琴β星

型蝕愛光星の光度曲線に類似して居る）牡牛RV星型憂光星ミいふ最後

に非常に規則的にして週期の短い一群を短週期攣光星冠樗する．なほ孤々

の憂光星群についての詳細な定義は後にゅづり，ここではこれだけに止め

る．

　II　歴史的概概

　今より三百有飴年前には星の光WS　NSいふものは一定不髪のものミ考へら

れてるk．今日なほ恒星εいふ字が使はれてるるのは，．その時代の習慣が

残って居るのである．1596年の8月にDavid　Fabriciusは鯨星座に以前に．

は一向に認め得なかった場所に三等級の星を見つけた．同年の10月には

もはや認め得なかった．1638年に再び」又Holwardによって鯨星座に於て月

蝕が起つt時に注意せられナこ．1638年の12月16日の曇った室を通して月蝕

を凝んが爲に彼は水野線からの星の高度を測った．その時鯨星座にピカピ

カミ輝くものを見つけたが，然し月蝕観測に從堕して居たからして，その

方に心をミめなかつナこ．その後藪日経って再び以前決定した高度を確めん

εして室を仰ぎ見ナこ時，偶然にも彼のまなざしは鯨星座に落ち九而して再

びそこに彼には或る何かが輝いて居るのを見ナこ．彼には之が一艦何である

かわからなかったからして，一時的の流星だこ想像し＃．翌日再び同じ所を

眺め返し7cが然し彼の心にかくも深き刻みつけられft此の不思議な出現物

は見えてみた．此は三等星以上の明さをもってゐナこ．其から少し経って見

えなくなってしまつナこ．1639年11月に以前あっナここ同じ場所にしかも以

前ε同じ平な光輝で輝いて居るのも見た彼は非常に驚いた．當時此のもの

は新星ミ考へられた．然しこれこそは攣光星ミして我々が知った最初の星

であった．満ち有名な鯨星座の。星であった．昭々は此の星に不思議ミい

ふ言葉を意味するミラ（Mira）εいふ語をつけてMira　Cetiミ呼んだ．1603
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年に已に此の星は］3ayerによって。ミいふ符號で4等級の星εして彼

の表の中に記入せられて居ったものである，

　Algol（蝕攣光星の代表的のもの）も亦早くから知られて居る星の一つで

ある．1669年以來その愛光が己に知られて居る．Algolミいふ言葉は悪魔

の星（Demon　star）εいふ意味である．之に若いて一つの新しい憂光星が

叉獲見せられた．1686年Gottfτied　Kirchによって見出されfc　x　Cygniが

それである．

　18世紀の終りまでは此の歌態で進んで行つk．之から以後は少しづっ人

人の興味を引く様になって來ナこ．英國の天文學者のJohn　Goodlickeこ

Edward　Pigottは彼等自身の観測からAlgolの週期を決定しtc．而して54　n

AquilaeミかβLyrae（蝕愛光星の代表的の星）ミかδCephei（短週期愛

光星の代表的の星）Sかいふ星の割出する事を護見しt．Herschelは又Ct

Herculisが攣光星なるこεを見つけ出した．之等の星の観測者εしては當

時Koch，　HardiDg，　Bode，　Olbers，　Wurm等があった、特にWurmは非常

な熟心な観測者であり，而して叉非常に熟練しナこ観測者ではあっt　fOK＋，彼

の観測が全く世に知られてみないのは惜しい事である，

　後1830年の中頃lohn　Herschelは南天の観測に函南して’a　Carinaeの

1憂光を嚢見した．なほ叉彼は・Cassiopeiae，αOrionis，　ct　Hydraeの輝光を

も見出したのである．

　1840年になって遽に組織立つた攣光星の観測がF，W。　A．　Argelallderに

よって始められナこ．Argelanderは所謂光母法ミいふ憂光星の槻測方法を始

めてつくった人である．天文學中の愛光星學の最初の確立者εしてArge－

Ianderを認めなければならない．此の舐の憂光星観測者ミしはE．　Heiss，

」．Schmidt，」．　A．　C　Oudemans，後になってA．　Wi皿ecke，　A．　Krueger，　E．

SohOnfeld等がある，

　英國に於てはこの當時N．Pogson，　Hind，　Knott，　J．　Baxendell，　Gore，　Espin

等がこの方面の観測に熟心であった．Pogsonは星の光度決定に關する法

則をつくつkので有名である．フランスに於てはGQIdschmidt，　Monchy，

Chacornac，北アメリカではG．　P．　Bond等がこの方面に名を残して居る．
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　斯くして規則立つた齪測の下に年々獲見せられる憂光星の数も急速に暦

加し始めた．例へばArgeianderによって1850年に報告されたものには

27個であ．るが，1875年にSch6nfeldによる型録には已に143個の星が含

まれて居る．

　1880年時代にはアメリカに於ては此の方面に堅して目帯しい概究が始

まり出した．アメリカに於ては憂光星観測者は明に二つの群に分たれる．

一方はArgelander派でS．　C．　Chandlerをその第一一一人者ミする．他方は即

製派でEC．　Pickeringを主領こするものである．　Chandlerは黒光星表三、

雀を登表しナこ入であり．E．　C．　Pickeringは攣光星観測の一方法ミして比例

法をあみ出した人である．

　この様にして19世紀も將に終らんミし20世紀が將に始まらんεする時

に於て憂光星の研究熱は喧々高まって行つk．而して色々の天文に濁した

會の中に憂光星の規則正しき観測を目的εする會が樹立せられて來ナこ．最：・

初には已に1890年に英國天文協會に憂光星観測部が設けられて注意深い

観測が始められて居つk．1911年にはアメリカに於てアメリカ憂光星観灘

協會（American　Association　of　Variable　Star　Obsewers，略してA．　A．　V．　S．　O．．

ミ記す）なるものが設立されて天文を愛好する素人観測會によりて観測

が行はれて居る．この會は現在攣光星観測會Eしては最も大きな會でその

観測する星の数も非常に多く多種の攣光星に渡って観測が行はれて居る．

ユ924年には450個の星について70人目観測者によって20000の観測が

ある，此の観測結果は毎月のPopular　Astronomy誌に襲表される．1921年

以來フランス攣光星観測會の會員によっても又その結果がBulletin　de

PObservatoire　de　Lyon中に襲表されてみる1922年以來Nordisk　Astro－

nomisk　SelskabによってAstronomische　Nachrichten誌中に，1926年後は

Nordisk　Astronomisk　Tidsskrift誌中に畿表される事になって居る．此の他

Harvard天文皇でなされた観測がまEめて護表される．又多くの甲声家や

素人観測者の結果が毎月の天文難誌を賑はして居る．

　又一方に於て此等の観測者達のために憂光星の極大極小を大膿知らせて

おくために毎年豫報が嚢表される．ハーバード天文塁から出されるHar一一
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vard　circular中にL．　Campbelによる豫報はアメリカ憂光星観測會員の観測

結果を元にしナこものである．もう一つ重なるものミもはドイツの天文協會

（Astronomische　Geselschaft）によってVierteljahrsschrift　der　Astronomischen

Gcselschaft誌中に護表されたものであるが，1926年以來ベルリン天文毫の

小出版物（Kleinere　Ver6ffentlichungen　der　Universitatssternwarte　zu　Berlin－

Babelsberg）ミしてR．　Pragerによって嚢表されて居る．その外の色々の

出版物にも一一部分の星についての豫報が畿表されて居る，

　此の様にして回る星については十分なる観測材料が得られて居る．然し

ながら天文學に爲眞が癒用される様になって以來攣光星の嚢見醒は非常な

勢で壇隣して行つね從って世界各國到る所に熱心なる幾多の観測者が現

はれざはいへ，観測すべき星の塘加の方が大きいために今日筒ほ手のεさ

かない歌態にある．観測の十分なる様な星は全痩光星中非常に僅かなもの

にすぎない，

　從って又統計學的研究にも理論的研究にも行きづまつナこ鮎が多い．上に

観測が非常に暦歯したミは言ったけれさも之は輩に光度憂化の観測にすぎ

す，星の構造を知る最も手ががりミなるべき分光學的研究に到りては，

殆さ・我々は之を知らないεいっても過言ではない．ドレーパー星表によっ

て9等星までの星の分光型はわかってみるが，なほ進んで今日嚢見せら

れる様な14，5等ミいふ微光星のそれに到っては全然わかってみないし．又

今日ではそれを如何にして得る事が出挙るかεいふ事すら皆目知られてみ

ない歌態である．

　III婁光星登見の方法

　ここに記すこの一節は他日の観測の方にゆする方が適當である様である

が，上節の綾きざして如何なる手段によって今日の多くの攣光星が護見せ

られたかεいふ事を歴史的に探って以る事は興味あるこミである。何故な

れば學問の進歩の跡をたさり，特に攣光星観測に使用せし器械が如何なる

過程を通って來たかεいふ事を知り，叉一方に過ては齪測者の今後の獲見

方法をさの様にすれば最も有敷かεいふこミを知るには最も適當なこミの

様に考へられるからである．
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　そもそも星の順光なる事の襲見せられk方法は今日大呼次の三つを上げ

る事が出置る．師ち肉眼的，爲眞的，分光的妙見の三つである．肉眼的登見

の方法にも二，三帰なった方法がある．oCetiの護見に關しては前節歴史

的考察で詳しく記したから，ここでは略す．輝く星を観る事に興味をもつ

人々は星座には非常な親しみをもって居り，すぐに憂つナこものを嚢聾する

事が出門る．弔い意味の攣光星の一つなる新星の中駅者座新星（NOva

Aurigae）xSペルセウス座新星（Nova　Persae）は此の様にしてThomas

Andersonによって嚢見せられたものである．

　攣光星の多くは星の表を作成する途中に偶然獲見せられたものである．

星をつきミめる時に重要なものは星の光輝である．星表を作る時には自分

の測定光度ε以前の観測者の測定光度εを比較する．その時に楽なる光度

の相違が見つけられる．時には彼自身の観測光度がその星の同音性を示す

ミ考へられる様な程度までの相違を示す事もあらう．叉時にはBD．星表

を使用するε星がなかったりする事もあらう，よくしらべて見て其が憂光

星である事もあり或は叉観測の誤りであるかも知れない．

　Astronomische　Nachrichte11組中にかNれて居るEspinによる攣光星登見．

の記事がある．Espinが型録の一つの星を観測してゐt中の四日間の光度

は夫々8．6m，9．om，9．6皿，9．8mであった．此等の値：はその星が憂光星なる事

を示してみる．この事實は後になってたしかめられt，今日WCass三〇peiae

xEして知られてみるものは此の星である．又Astronomische　Nachrichten誌

3269號の中にde　BallのZAquilaeの登見せられナこ方法が記されてみる。

それによるごde　BallはViennaのvon　Kuffner天文塁で4．5吋口径の子

午儀でB．D，65419星を認め得なかったが，その側に9．smミいふ他の微

光星を見t　’S言ってみる．撒日後再びその部分を観測して二つの星を見ナこ．

その後はもはや子午儀によるこの部分の観測不能のナこb赤道儀をもつて確

める様にεHoletschekに頼んだS記されてみる、

　3ζ週極星U　Cepheiは星表を作成するために多くの天文誉者によって撒

回観測された．一度は6．gmであったが他の時には10．otnであった．此の

ものの愛光はその後Ceraskisによって爲眞から護見せらるるまでは誰も氣
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がっかなかった．子午線光度計を使用するこミによる憂光星獲見の興味あ

る場合はHarvard　Circular　87號中．にPickering教授によって述べられて

みる．12吋子午線光度計の使って観測中PickeringはBD表の中にはな

かつft　9・5「nの星を観た・その後この部分の爲眞研究によってその星は長週

期痩i光星S　V・　Hereulisなるこミが知れナこ・

　憂光星観測者は時々思はぬ下見をする．ある一つの愛光星観測中にそ

の附近にある星を比較星ミしてえらむ時偶然にもそれが弓勢光星なる事が

ある．例へばWAqUilaeの観測者によって此の星の比較星が少しく攣卜

する事が護見せられナこ・後E・C・Picke血gによりてその攣光性が確められ

た、之がTY　Aquilaeである．此の方法によって嚢見せらるる憂光星の撒は

非常に多藪に上って居る・

　肉眼的野見は全然偶然の獲見によるものでもるが，爲眞的管見に到りて

は他の目的で取った平門板から偶然的に獲見せられるものも多いが叉憂光

星下見にのみ使はれる目的で爲眞を取る場合が今日では非常に多い．As－

tronomische　Nachrichten　3219號の中に四叉の互ひの比較による愛光星二

見の例がある。二枚の爲野板を比較するsS星の像に著しい相違を示して居

る．之は後に何枚かの爲響板によって確められ1’こ．之がSVelorumεい

ふ星である．攣光星を襲見するに非常に面白いしかも敏速なる方法は立艦

比較計を使ふ事である．この器械はオリオン星雲の部分を瞼らべるために

Heideiberg天文毫に於てWolfによって使用されたものである．彼は10個

の攣光星をこの中に嚢閉した．此の器械の性質を簡輩に説明すれば如何に

かくもたやすく攣光星の護見に使用されるかがわかる．二枚の爲眞板から

來た光は藪個の全反射プリズムによって接眼レンズに馨る襟になって居

る・而して何れかの爲眞板から覧た光を任意に遮断するこεが出來る．夫

王観測者は第一の窟眞板それから第二の爲眞板或は爾方贋者に速にShut－

terを動ずこEによって外方の爲眞板上の星野が正しく同じか否かを決定

する事が出來る，若し星像が一方に表はれ他方に表はれないミするならば

一州の星は与板εも総て同じて一それは攣光星であるε假申する．此

ミ同じ部分が丁丁板の比較によってHarvard天文皇で検査されWolfの
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護塗した撒個の星の攣光が確められfe．

　叉E．C，　PickeriD9は次の早見方法を取つk．窮眞板の一号を陽にしその

上に同じ部分の陰にした卑属板を重ね合す．陽では星の像は白いが陰では

黒い故に黒い像が白い像の上に重ねられる，此によって少しの大さの違も

襲見される．此の方法で著しい憂化を示し叉比較的に明い攣光星が護見せ

られた．Pickeringはオリオン星座の中の19個龍骨星座中の57個，小マゼ

ラン雲の中の57個の新しい攣光星の護見についてCircular　79號に記して

居る．此ε同様の方法で側見せられた憂光星の事はCircular　l　22，127にの

べられて居る．

　攣亮星のあるものは又そのスペクトルを研究する事からたやすく襲見せ

られる．Astrono皿ische　Nachrichten　3269號にFleming夫人は星の第三型

のスペクトルの中の水素輝線獲見の事を記して居る．此の星の爲眞が後に

しらべられ，而して明さに攣化のある事が知れた．斯くしてそれは憂光星

なる事を謹i明した，jS（　Astronomische　Nachrichten誌3225號中にPickering

は四個の新しい攣光星が其等のスペクトル爲眞の中の水素輝線の存在から

登見されたεいふ事をのべて居る．長週期憂光星はそのスペクトルに於て

或る特色を示して居る．それを逆に利用する事によって憂光星なるこミが

護見せられる．長週期愛光星の非常に多くは此の方法でHarvard天文皇で

登見せられたのである．

　上述の様に憂光星の登見せられる方法が如何に多くあるかが大腿わかっ

た事ミ思ふ．愛光星最初の嚢見時代に於ては総てが偶然的副産物εして得

られたものばかりである．然るに今日に到りては爲眞板によって一度に非

常に多くの数の憂光星が予見せられる様になり10等位までは殆さ嚢為し

つくされた観がある．Harvard天文皇その他の天文皇で護見せらるる多く

の攣光星は極大で12・n或はそれ以下であり．多くは14，smεいふ微光星

のみである．從って今日小望遠鏡を持つた素人天文家によって愛光星の襲

見せられ得べき割合は非常に小さくなって來た様に思はれる．今後もつS

大きな望遠鏡の助けをかりて20等星位の攣光星の嚢見せらるN日も遠く

はないであらう．


